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1． 序

　こ の 発表は
， 説一 切有部 （有部）の 滅 有因論 と， 経量部の 滅無因論 との ，

対論 を検討す る もの で あ る 。

　イ ン ド仏教後期 の 綱要書 『タ ル カ バ ー
シ ャ ー

』 な どで も中観派 ・唯識学派

を含む四 大学派の 中の 二 つ とさ れ る， イ ン ドの 部派仏教の 二 大学派 で あ る有

部 と経量部 は ， 事物が 滅す る とい う現象 に つ い て 異な る見解 を 有す る 。 有部

は 滅に は 原 因が あ りt 滅 は 実 在 す る と主 張 す る 。 経 量部 は 滅 に は 原 因が な

く ， 滅は非実在で あ る と主 張す る 。 こ の 二 つ の 立 場 は
， 文化現象 と して の 二

っ の 立 場 を代表 して い る とも言 え る 。

　有部の 立場 は ， 事物 が滅 して も滅 とい う名前 を有す る が
， 何 らか の もの が

残 る とい う立場 で あ る 。 経量 部の 立 場 は ， 事物が 滅 し た ら，虚無の 状態に な

る とい う立場 で あ る。

　有部の 立場で は
， 個々 の ダル マ が ， 有 とい う レ ヴ ェ ル で は変化が な い と考

え られ ， 事物 が 変化 す る とい う常識 に あわ な い こ とに な る 。

「諸行無常 」 と

い う仏陀の 定説 に も厳密に は 抵触 す る 。 経量部 の 立 場 で は ， 身心 の 滅が 最終

的 に ニ ヒ リス テ ィ ッ クな状態 に な る とい う望 まれ な い 立場に な る 。

　 こ の 二 っ の 立場 を止揚 して ， 超越 した とこ ろ に ， 唯識学 派な どの 大乗仏教

に 見 られ る真 空妙有 の 立場が あ る の で あ ろ う。 それ は ともか く， こ の 論 攷 で

は
， 有部 の 有論 と経量部 の 無論 と の 純粋 な 対論 を ， 有部の 立場か ら書か れ た

『
ア ビ ダル マ デ ィ

ーパ 』 （ADV ） とい う論書 に うか が い
， 両者の 立 場 の 違 い

を明 らか に し ， 大乗仏教 の 真空妙 有論 の 立 場の 前段階 と して の 部派仏教 の 論
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理 を明 らか に した い 。 （ADV ：p．106」3− 108．15の 和訳 ・解説研究）

　先行 す る和訳研 究 と して
，

三 友 ［2004］が あ る 。 適宜参照 させ て い た だ い

た
。

2． 有部 （デ ィ
ー パ カー ラ）の滅有因論 の主張

katha卑 　punah　k＄a箪ikasya　dharrnasya　gakitihAnir　bhavati？

evam 　yasm 巨d　asyaj　ahaditmakasya −

ekak 互ritran互Sabhy5rp　Saktih巨nih 　prasiddhyati／！

yena　khalu　d5rdhyenopeto　yam　eka 皿 phalam 蕊k串ipate！yadi　tenaiva　yuktah

syEd 　dvitiyamapy互k5ipet／na 　cainam 　Saktimantam　anityat 翫hirpsy巨t！tasm 巨d

gamyate
’
nyathibhUto

’

yam　anityatfiVy5ghn
’
mukham 　praviSatity　／　ekarp 　phalam

5k＄ipya　na6yatity 　uktam 　etat−
‘

ekak 五ritran盃S5bhy五rp　Saktih互nih 　prasiddhyati！
’

　 ど う して ， ま た ， 刹那 を有す る もの で あ る法 に
， 力 の 消失が あ るの

か 。

　実に
， な ぜ な ら ，

こ の
，

い まだ本体 が 滅 して い な い もの に は
，

　
一

つ の 作用 と滅 ［相 ］ とに よ っ て
， 力 の 消失 が 成立 す るか らで あ る 。

　実に
， あ る堅 固性を有す る ［法］が

，

一
っ の 結果 を 引 く。 も し， その

同 じもの （あ る堅固性） と結合 して い る な らば
， 第二 の ［結果］も ［法

は ］引 くで あ ろ う。 従 っ て
， 無常性 （＝ 滅相 ）は

， そ の 力 を有す る もの

を 破壊 しな い で あ ろ う 。 そ れ 故 に
， 別 の もの に な っ た と き に

，
こ の もの

が 無常性 （＝ 滅相） とい う虎 の 口 に 入 る
，

と言 うこ とが 理解 され る
。

一

つ の 結果を 引い て 滅す る か ら ， 次 の こ とが 説 か れ て い る 。

「一 つ の 作用

と滅 ［相］ とに よ っ て
， 力 の 消失が 成立 す る 」。

　有部 （デ ィ
ー パ カ ー ラ） は 自問す る 。 有部 に と っ て ， 法 は 刹那滅 で あ る

が
， 有部 は

一
般 的に 刹那 に 幅を認 め る 。 刹那 に 幅 を認 め れ ば， そ の 刹那 内の

あ る時点で
， 法 が もう一 時点 同 じ もの として 存続 す る本 質 を有せ ば

， 次 の
一

時点 で も， もう一 時点同 じ もの と して 存続す る本質 を有す る か ら ， あ る 幅の
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あ る刹那 を有す る法 は永遠 に滅 しな くなる 。 そ の 法 は ど うして 滅す る の か と

問 う。 （AKBh ：P．　p．193．8
− 10

， 那須 ［2004aコ：p．749．7− 11参照）

　デ ィ
ー パ カ ー

ラは ， 生 じて現在に 位置す る法が
， 現在の

一
刹那 内で

， 次 刹

那 に 現 在に 位置す る法 を 引 くとい う作用 を な す と主張 す る。
こ れ は ， 同類

因の 取果作用で あ る 。 （福 田 ［1988］：p．62．b．7− 14
，
　Cox ［1995］：p．141．2

− 14522

参照） も し
， 住相 と長 く結 びつ い て い るな ら第二 の 結果 も法 は 引 くで あ ろ う

が
， 住相 とは い っ まで も結びつ かず，

一
っ の 結果 を 引 くだ けで あ り， 異相 に

よ っ て 変化 し， 滅相 に よ っ て 力を 消失 し
， 滅す る の で あ る

。 （Rospatt［1995］：

p．57．脚註 123
， 齋藤 ［2001］：註28参照）

3． 経量部の 反論 （滅無因論）

　　na 　prasiddhyati，
　nirhetukatvfid 　vin 飴asya ！ye　hy　arth 巨tmEno 　hetumantas　te

　　khalv　anity 五　dr5tah！katham ？ a1p   ravat ！na 　vin5 ξasya 　vin 巨60 ’

sti
，
　tasm5d

　　ahetukah ／kifica
，
　ye　c5rth 巨tmanah 　paξc5dbhavanti 　te＄5rp　pUrvahetur　asti

　　tadyathi 　bhasmano　bij五disarpyogah　／na 　ca 　vin5Sasya 　hetur　asti ！tasmid 　asau

　　na 　paScadbhavatiti　！　tatra　yad　uktarp 　j　5tasya　sthityanyathatvam 　apeksya 　vinfiSo

　　bhavatiti　tad　ayuktam ／

　　　［こ の こ とは ］成立 しな い
。 なぜ な らば滅 は 原因 を有 しない か らで あ

　　 る。 お よそ ， 原因を有す る もの で あ る もろ も ろ の対 象の 本体 は ，実 に無

　　常で あ る と認め られ る 。 ど う して か 。 芽の よ うに 。 滅 に は 滅 は な い
。 そ

　　れ 故 に ［滅 は ］原 因 を有 しな い
。 さ らに ま た， も ろ も ろ の 対象の 本体

　　は
， 後 に 存在 す る とき， それ らに は前の 原因が あ る 。 例 えば， 種子等 と

　　の 結合 を有す る灰土 の よ うに
。 しか し， 滅 に は原 因が な い

。 そ れ 故 に
，

　　 こ れ （滅 ）は 後 に 存在す る の で は な い
， と。

こ の 場 合 ， 生 じた もの に

　　は
， 住 と異 とを待 っ て ，滅 が あ る ， とい うそ の こ とは不合理 で あ る 。

　 こ こ で 反論が 述 べ られ る 。 文脈か ら反論者が経量 部で あ る こ とは 明 らか で

あ る 。 もろ もろ の 対象 の 本体 （＝ 有為法）は
， 生 じるの に は原因が あ るが ，

滅す るの に は原 因が な い と経量部 は 主張す る。 （AKBh ：P．　p．193．7−8 ，
　AKBh ：P
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p．　193．16− 17，那須 ［2004a］：p．747．8−9参照 ）

　こ こ で
，

「滅 に は 滅 は な い 」，
と述 べ られ て い る が， こ の 記述は ， 世親 の

『成業論』 （KSP ）に 見 られ る ， 滅有因論に 対す る反論を想定 して い る の で あ

ろ う。 滅 に原因が あ り ， 滅が 有為 法で あ る とい うこ とに なれ ぼ， 有部 の 教理

に よれ ば ， 有為法は必 ず滅 す るか ら， 滅 も滅 す る こ とに な り，
ま た そ の 滅

に も原因が あ り， また滅 す る こ とに な り， 永遠 に 滅 は 滅 し続 けて
， 真 の 非

存在 と して の 完全 な滅 は い つ まで た っ て も実現 しな い こ とに な るの で あ る。

（KSP ：Mp ．9．18− 20
， 那須 ［2004a］：p．753．5− 754．1参照）

　よ っ て ， 滅 に原因 が ない な ら， 生 じた その 瞬 間 に滅す る とい う道理 に な

り， 住相 ・異相の 働 き を待 っ て
， 存続 して 変化 して 滅す る とい うこ とは 不合

理 で あ る こ とに な る
。

4． 有部 （デ ィ
ー パ カ

ー
ラ）の 反論 （滅有因論　総論）

　　atra 　pratyavasthEnam■

　　［141］satijanmani 　tadbh5v 五d　dravyak峩ritran 酷 atah 　1

　　五gamfid　upapatteS 　ca 　vinfiSo
’

pi　sahetukah 　1／

　　　こ れ に対 して 反論が あ る
。

　　　生が あ る とき ， それ （滅）が 存在す る か ら， 実体 に お け る作用 の 滅に

　　基 づ い て
， また

，
ア ー ガ マ に よ っ て 認 め られ る か ら， 滅 も原因 を 有す

　　 る
。

　こ れ に 対 して
， 有部 （デ ィ

ーパ カ ー ラ）の 反論が述べ られ る 。 偈で は， 生

が あ る とき滅 が あ り， そ の 滅 は 作用の 滅で あ り， 世尊の 経典 に よ っ て も認 め

られ る か ら
， 滅 に 原 因が あ る と主 張す る 。 内容の 詳細は ， こ の 三 つ 以 外の 他

の 説 も含 め て ， 各論 に お い て 述べ られ る 。

5 ． 有部 （デ ィ
ー パ カー ラ）の反論 （滅有因論　各論一1）

sahetuvin 蚕Sa　iti　sth 亘pan 巨 ／kutab？ ‘

sati 　janmani　tadbh 巨v 酉t　1’

ukta ！p　hi

bhagavat巨一‘‘

asmin 　satida Φ bhavati！y五vad 　avidy 互pratyay葡 sa卑sk 且r葡 1” sati
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　　cotpattimati 　vinESo 　bhavati！tasm盃t　sahetukah ！yasya　punar　ahetukas 　tasya

　　prEg　apijanmanab 　so
’
stiti　j　anmaiva 　na 　syat

，
　viruddh 五nam 　anyataropapatteh 　1

　　　原 因 を有す る滅が あ る ， とは， 命題の 陳述で あ る。 ど う して か 。

「生

　　が あ る とき
，

そ れ （滅）が あ る か ら」。 なぜ な ら，世尊 に よ っ て 説 かれ

　　て い る。

「
こ れ が あ る とき ， それ が あ る 。 乃 至 ， 無 明 を縁 と して 行が あ

　　る」。 生 ［相］を有す る も の が あ る とき ， 滅が あ る 。 そ れ故 に
， ［滅 は ］

　　原 因を有す る。 ま た
， あ る もの が 原因を有 しな い と き ，

そ の 生 じた もの

　　の 前 に も， そ れ （原 因の な い も の）は 存在す る 。 故に， 生 じた もの は な

　　い で あ ろ う。 もろ もろ の 矛盾 した もの に は 二 者択
一

性が 認め られ るか ら

　　で ある 。

　生 じた もの と滅 とは ， 片 方 が あ れ ば， 片 方 が な い とい う矛盾 関係 に あ る存

在 で あ るか ら， 生 じた もの が 滅す る場 合， 生 じた も の を ， あ る種 の 原 因 と

して ， そ の 次 の 滅 が あ る と主 張す る 。 滅は生 じた もの との 相対 的関係に よ

り， そ の存在性が 認識 され るの で あ り， 滅 だ けが 原因を持たず ， 独立 して 存

在 す れ ば ， そ れ が 滅 で あ る とい うこ とも認 識 され な い の で あ る 。 生 じた も

の と比較 して
， 滅が あ る の で あ る 。 （『順正理 論』 ：T．29．p．533．c．15− 18

， 那須

［2004a］：p．751．27− 752．12参照 ）

　ま た ， 例 えば あ る もの が原 因 を有 しな い な ら ， その あ る もの は
， それ の

生 じた もの の 前 に も存在 しう る。 原因が ない こ とに 関 して
，

い つ で も等 しい

か らで あ る。 それ と同 じよ うに
， 滅 に 原因 が な けれ ば ， 原 因が な い こ とに 関

して
，

い つ で も等 しい か ら ， もの が 生 じ る こ とは な く，
い つ で も滅が あ る と

い うこ とに な っ て しま うで あ ろ う ， と有部 （デ ィ
ーパ カ ー ラ）は 考 え る 。 し

か し， そ の よ うな こ とは あ り得な い か ら， 滅 に は原 因が あ る とデ ィ
ーパ カ ー

ラ に よ っ て 主張 され る。 （『順正理 論』 ： T．29．p，533．18− 20
， 那須 ［2004a］；p．

752．13−27参照）

6 ． 経量部の反論 （絶対的非存在と して の 滅）

tayor　avirodh 巨d　vli　tadvyapade9互nupapattir 　atfiddharmya 即 　ca 　saipsk 巨r盃頃m 　iti　1
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　　　また ，
こ の 二 つ （生 じた もの ， 絶対 的非存在 と して の滅 ）の 間 に は矛

　　盾 は な い か ら ， そ れ （滅 ）の 名称は 認 め られ な い
。 諸行 （＝ 諸有為 法）

　　は それ と同 じ性質の もの （絶対的非存在 と して の 滅 の よ うな もの ）で は

　　 な い ， と 。

　経量 部 に と っ て は
，

生 じ た もの は存在す る もの で あ り， それ の 滅 は全 く存

在 しない 絶対的非存在 で あ る。

一 般 に
， あ る存在 す る もの は ， 別 の 存在す る

もの との 問に の み 矛盾 関係が あ るか ら ， 生 じた もの （存在 す る もの ） とそれ

の 滅 （全 くの 非存在 ） との 問 に は 矛盾関係 が あ りえ な い と され る
。 よ っ て

，

経量部に とっ て の 滅は ，名称に 対応す る ダル マ （法）で は な く， 名称 に 対応

す る ダル マ （法）で あ る諸行 （＝ 諸有為法 ） と経量部 に と っ て の 滅 とは 異 な

る 。

7． 有部 （デ ィ
ー パ カー ラ）の 反論 （滅有因論　各論一2）

dharman5stitvamitrapa　vin 巨Sa　iti　cet ／na ！tadastitvapUrvakatv 五t ／

astitvapUrvakarp 　hi　tan　n5stitvam 　iti　tad　api　sahetukam ／n5sti 　kificit　tad　iti

cet ／na ／astitvavirodh5nupapatteh ！kifica，　bh盃vavirodhitve 　saty 　abh 巨vasya

bhavat巨patteb　！　avirodhitve 　bh五vanityatvaprasafigfid 　ubhay 巨bh巨ve　v 巨fim巨tratvfit

！k5　cai 串巨v 亘co 　yuktih　sati 　ca 　bhavati　tadvi忌e爭yaS　c亘tadvirodhi　ca 〆na 　ca 　kificid

ity　evaiS巨 v 巨co　yuktir　asa 叩baddh巨1nirarthik互 cai ＄盃 v5co 　yuktih ／atas　te

bhEv五bhfivo　vtigvastum5tram ！prati寧edhasAmarthy 巨t　prati串edhyo 　bh5vo ’

stiti

cet ！n5sti 　／　SaSavi5互rpavac　chabdo 　gadumfitratvat　prati5edhadvay盃rth巨nupapatteS

ca ！kifica
，　k巨ritram 巨tran巨Sfic　ca ／viruddhapratyayasannidhye 　kriyim奇trarp　hi

nodeti
，
　na6yati ！tasm 巨n 　n 互narthav 互n 　vin 亘9agabdah　1

　滅 とは 法 の 非存在性
一 般 で あ る とい うな らば ， そ うで は ない

。 それ

（法 ）の 存在性 を先 と して い る か らで あ る 。 そ の 非存在性 は ，存在 性 を

先 と して い るか ら ， それ （非存在性＝滅） も原因 を有す る 。
い か な る そ

れ （非存在性 ＝ 滅 ）も存在 しな い とい うな らば
，

そ うで は ない
。 ［経 量

部 の 主張す る絶対 的非存在 と して の 非存在性三滅が ］存在性 と矛盾 す る
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　　 こ とは認 め られ な い こ とに な るか らで あ る 。 さ らに
， ［存在 しな い もの

　　に ］存在 す る もの と矛盾す る性質が ある ときに
， 存在 しな い もの に 存在

　　性が あ る こ とに な るか らで ある。 ［存在 しな い もの に ， 存在す る もの と］

　　矛盾 す る性質が ない とき に
， 存在す る もの に 常住 性 が あ る こ とに な っ て

　　 しま うか らで あ る 。 両方 （存在 する もの と存在 しない もの ）が存在 しな

　　 い ときに は ，言葉 の み で あ る か らで ある 。 存在す る もの に お い て ， どん

　
’
な そ の 言 葉の 慣用 が 存在 し

，
そ れ （言葉）に よ っ て 限定 され た もの が

　　［存在 し］， それ （言葉） と矛盾 しない もの が ［存在す る の か］。
い か な

　　 る もの もな い とい うだ けの
，

こ の 言 葉の 慣用 は不 合 理 で あ る 。 ま た， こ

　　 の言葉 の 慣 用 は無意味で あ る 。
こ の 故に

t あ なた に と っ て ， 存在す る も

　　の と存在 しない もの とは 言葉 とい うもの の み で あ る。 否定に よ っ て 否定

　　され る存在 す る も の は 存在す る とい うな らぼ ， ［そ の よ うな もの は ］存

　　在 しな い
。 ウサ ギの 角の よ うに ［否 定の ］言葉 は 無用 な もの で あ るか ら

　　で あ り， また ，
二 つ の 否定 （絶対否定 と相対否定）の 対 象は 認め られ な

　　 い か らで あ る 。 さ らに また ， ［滅 とは ］作用 の み の 滅で あ るか ら， 矛 盾

　　 した縁が存在 す る とき に ，作用 の み が 現前 しな い ［つ ま り］滅す る
。 そ

　　れ 故 に
， 滅 とい う言葉は対象 を有 しな い こ と は ない

。

　最初 に 出て くる 「滅 とは 法 の 非存在 の み で あ る 」 とい う主 張が 『順 正理

論』 に 出て く る譬 喩論 師 （＝ 譬喩者）の 説 で あ る と， 三 友 ［2004］の 註 74

で 指摘 され て い る
。 （『順正理 論』：T．29．p．408 ．b．1− 8，　 Cox ［1995］；p。324．ll− 31

参照）

　こ れ に対 し て ， 有部 （デ ィ
ー パ カ ー ラ ）は ， 必 ず存在 性 を先 と し て

， 滅

（二 非存在性）が あ る か ら
，

こ の 滅 は
， 先 な る存在性 とい う もの を原 因 と し

て い る と主 張す る 。 こ の 場 合 ， デ ィ
ー パ カ ー ラ に と っ て の 滅 （＝ 非存在性 ）

とは ， 何 らか の 実有 な 非存在 と い う名称 を持つ 存在す る もの で あ ろ う 。

　また ， デ ィ
ー パ カー ラ は

， 経量部 の 絶対的非存在は
， 先な る存在性 と矛盾

す る こ とは ない とい う 。 よ っ て ，先 な る存在性 と矛盾す る性質 を有す る存在

しない もの が ， 後 に ，滅 と して ，別 の 存在性 と して 認 め られ るべ きで あ る と
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す る 。

　また
， 先 な る存在 す る もの と後 な る全 く存在 しな い もの （＝ 滅 ＝ 絶対 的非

存在 ） とに 矛盾 しない 性質が あ る とき は
， 存在す る もの が常に 等 し く存在 し

続 け ， 先 な る存在 す る もの が 常住 で あ る こ とに な っ て し ま う， とデ ィ
ー パ

カ ー ラ は主張す る 。

　また ， も し ， 存在す る もの と存在 しない もの との 両方が な い な らば
， 言葉

に対応す る， っ ま り， 言葉に 限定 さ れ た事物 （ダル マ ）は ない こ とに な り，

言葉 の み の 世界 に な り， ダル マ の 体系が 成 立 しな くな る と， デ ィ
ー パ カ ー ラ

は考 え る 。 経量部 に と っ て
， 外界 （存在す る もの と存在 しな い もの ）は 推理

され るだ けで あ り， 存在性 は 直接 的に ， 言葉の 対象 と して 証明 され な い か ら

で あ る 。

　 また
， 言葉 に よ る 否定 に よ っ て 否定 され る存在す る も の は 存在 し得 な い

と， デ ィ
ーパ カ ー ラ は 主張す る 。

二 種 の 否定 （絶対否定 と相対否定）の 対象

は 認め られ な い とデ ィ
ーパ カ ー ラ は主 張す る 。

　 こ の 議論 は
，

『ア ビ ダル マ デ ィ
ー パ 』 の 三 世 実 有論 の 議論 の 中で 再 検討 さ

れ て い る 。 （那須 ［2004b］：p．68．6
− 17

，
　 p．89．20− 28 参照） こ こ で

， 検討す る 。

　例 え ば， 存在す る もの を言葉 （否定辞 ）の み で 否 定す る こ とが で き れ ば ，

象 と馬 とが い な くな る た め に
， 王 た ちが 象 と馬 とをわ ざわ ざ運 び去 る必 要 も

な い し， 敵が 存在す る とき ， 敵は存在 しな い と言 うだ けで 敵が い な い こ とに

な るが 実際 は そ ん な こ とはな い （敵 はい る）。
こ こ で 否認 され る否定 は， 象

や 馬や敵 の 非存在 の み を 目的 と して お り， 他 の もの の 肯定 を 含意 しな い
。 こ

れ は 否定辞の み に よる絶対否定 を認 め な い こ との 例で あ る 。

　また， ウサ ギ の 角の 否定 は，存在 しな い もの （絶対的非存在）の 否定で あ

るか ら ， 存在 す る もの の みが あ る で あろ う， とデ ィ
ーパ カ ー ラ は 主張す る 。

し か し
，

こ れ は
，

ウサ ギ の 頭 に お け る ウサ ギの 角 とい う絶対的 に 存在 しな い

もの の 否定 で は な く，
ウサ ギ の 頭 と空 界 との 結合 の 知識に 依存 して ， 牛の 角

等 と い う実体 と ウ サ ギ の 頭 との 非結合 の 知 識が示 され て い る の で あ る 。 ウサ

ギ の 角 とい う存在 しな い もの の 否定 は ， それ （ウサ ギの 角 とい う絶対 的 に 存
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在 しない もの ） とは他の 存在す る角の 肯定で は な い の で あ る 。 こ れ は 否定辞

の み に よる相対否定を認め な い こ との 例で あ る 。

　 また ， 滅 とは， この 場合， 滅相 に よる作用 の み の 滅で あ り， 作用を欠 い た

ダル マ （法）は 過去世 に 存在 す る の で あ る 。 しか し， その 作用の 滅 は ，滅 と

い う言葉 の 対象 として ， 実有な ダル マ と して ， 存在の
一

類型 として の 非存在

性 と して ， 原因を有す る もの と して ， 存在す るの で ある 。

8． 有部 （デ ィ
ー パ カー ラ）の 滅有因論に関する教証 と理証

kUtaS　ca ？5gamfid　upapatteS 　ca ／

uktarp 　hi　bhagavat且L “

utpann 五n 巨m 　aku 忌al温n 聊 dha価 卩知 nirodh 五ya
” iti

！tathoktam − “ ihaikatiyab　pr知 訌tip5tiko　bhavati” iti　vistarah ／tath盃一
‘‘

tisrah

sa！pvartanyo
’

nalaja15nil 巨khy5y巨bhih　kramerpa　y蚕vac 　chubhak ；tsni　vina ξyante
”

iti！tatha−
‘’jtitipratyayarP　jaramararPam？’ iti！

upapattir 　api ／janmano’py　ahetukatvaprasa 叩g五t ！yadi   alv　asati　sadbh 蚕ve

’

py　ahetuko 　vinaSah ，
　janmapy　ahetukarP 　bhavatv　iti！tatsamarthahetusfimagr−

isannidhane　janmadarSanat，
　tat　sahetukatvam 　iti　cet ！na ！tadvinage　tulyatv；at

tasya
’
pi　samarthahetus 巨magryantarasannidh 盃nEbyupagamEt 　／

vy 巨khy5t5ni　lak写arP五ni 〃

　 ま た ， ど う して か 。 ア ー ガ マ と推論 とに 基づ くか らで あ る 。

　実 に
， 世 尊 は お っ し ゃ る 。

「生 じて い る不善法 を滅 す る た め に 」 と 。

同様 に 説か れ て い る。

「
こ こ に

一
種 の 殺生者が い る 」 と云 々

。 同様 に ，

「三 つ の 災い は
， 火 と水 と風 と呼 ばれ る もの で あ り，

こ れ らに よ っ て ，

順次 に ，遍 浄 ［天］ に 至 る ま で 破壊 さ れ る 」 と 。 同様 に
，

「生 を縁 と し

て 老死が あ る」 と。

　推論 もあ る 。 生 じた もの も原 因を 有 しな い こ と に な る か らで あ る 。 も

し， 実に ， 存在性 が な くて も，滅 は原 因が な い
。 生 じた もの も原因が な

い は ずで あ る， と 。 その 功能 と原因 との 集合 した もの が 存在す る とき，

生 じた もの を見 る か ら ， そ れ 故に ［生 じた も の ］は原因 を 有す る もの で
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　　あ る とい うな らば， そ うで は な い
。 そ の ［生 じた もの の ］滅 に お い て 等

　　しい 性質が あ る か ら
，

そ れ （滅）に も功能 と原 因 との 集合 した もの が別

　 　 に存在す る こ とが 認 め られ る か らで あ る 。

　 　 　［四 ］相 が 説明 され た 。

　 まず ， 有部 （デ ィ
ー パ カ ー ラ）に と っ て の 教証が 述べ られ る

。
こ の 中 に は

滅 の 原 因 が，
『順 正 理 論』 で 有部 に よ っ て 肯定 的に 認 め られ て 述 べ られ る主

因 （＝滅相） とは 別の ， 有部で は否定 され る客因 が ， 殺生 者や 火 ・水 ・風 と

して 述 べ られ る が
， 滅 に原 因が あ る とい うこ との

一 般的 な例 と して挙 げられ

る の で あ ろ う。

　次 に
， 有部 に と っ て の 理証 が 述べ られ る 。 滅や生 じた もの が 実在す る もの

で な けれ ば そ れ らは 絶対 的非存在で あ り
， 原因が な い こ とに な る

。 因 （＝

作用 ） と縁 （＝ 功能） とが 寄 り集 ま っ て
， 生 じる もの が あ り ， 滅 もあ る の で

あ る 。 （『1頃正 理論 』：T．29．p．409．b．4−7，　 Cox ［1995］：p．331．20−26参照）生 じ

た もの の み が
， 見 ら れ るか らあ る の で は な くて

， 滅 も存在 す る もの と して は

見 られ な い け れ ど もあ るの で あ る 。 そ の 両者 （生 じた もの と滅 と）に は必 ず

原 因 が あ る の で あ る 。 以上 の よ うに ， デ ィ
ーパ カ ー ラ は 主 張 して 滅 論を結

ぶ
。

9 ． 結 　 論

　以上 の 考察に よ っ て ， 経量部 と有部の 立 場の 違 い が 明 らか に な っ た 。

　経量部 は ， 滅 に は 原因が な く， 滅 は 絶対 的非 存在で あ る とす る 。 こ の 場

合 ， 滅 は 完全 な滅 で あ り， それ 自体の 現 象 と して は問題 な い
。 しか し ， 有部

に よ っ て 反論 さ れ る 。 滅 に 原 因が な い な ら ，
どん な ときで も滅 に 原因が な い

こ とは等 しい か ら， 常 に 減 の 状態 が あ り続 け る とい う事 態 に な っ て しまい
，

もの が 生 じる とい う実際見 られ る現 象が あ り得 な くな る とい う難点が ある 。

また ，滅 が 絶対的非存在 の 場合， それ は 全 く存在 しな い か ら前 に 存在 す る も

の に 対 して
， 否定す る こ とが で きず ， 前の もの が 常住 に な る とい うこ とも考

え られ る 。 これ も現象の 変化 とい う現実に 合わ な い
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Society for the Study of Pali and Buddhist Culture

NII-Electronic Library Service

Soolety 　for 　the 　Study 　of 　Pall 　and 　Buddhlst 　Culture

　　　　　　　　　　　
「ア ビ ダ ル マ ・デ ィ

ーパ
』 に お け る減論 　　　　　　　　　 63

　有部 は
、 滅 に は原 因が あ り， 滅は何 らか の 実在す る もの で あ る とす る 。 こ

れ に対 して ， 経量 部は反論す る 。 滅 に原 因 が あれ ば
， 有部 の 法の 体系で は

，

原 因 を持つ もの は 有為法 で あ り滅 す る もの で あ る か ら ， 滅 も有為法 とな り，

滅 もまた滅 し ， 次の 滅 も原 因 を持つ か ら また滅 し， い つ ま で た っ て も，滅 の

本来の あ り方 と して の 非存在に な らな くな る 。

　経量部 ・有部双方 ともに ， 以上 の よ うな決定的な難点が あ る 。 こ の 難点 の

解決 は
， 無 と有 を超 える真空妙有 とい う唯識 学派 な どの 大乗仏教の 立 場 に ゆ

だね られ て い るの で あ ろ う。
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